
わたSHIGA輝く国スポ・障スポ
の準備状況
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わたSHIGA輝く国スポ・障スポで目指すこと

県民総参加
でつくり、
「滋賀の力」
を伸ばす

すべての人が
ともに支え合う
滋賀を目指す

若者や女性
が主体的に
関わる

滋賀の未来に
負担を残さない

滋賀の子が、
滋賀で育ち、
滋賀で活躍する

滋賀を
スポーツで
元気にする

滋賀の魅力を
再発見し、
地域の活性化や
ビジネスに
つなげる

今年３月のびわ湖マラソン大会の良かった点、
ランナー、ボランティア、行政関係者からは
「声援」「楽しい」「また参加したい」
との多くの声

滋賀をスポーツで元気に！

そんな機会を２０２５年にも

ありがとう

ローストビーフ

近江

ボランティア

ランナー
交 流感謝

声援

応援
景色

琵琶湖
感じる

コース

沿道

スタッフ 対応

スタート

元気 間近 見る

素晴らしい

来年

市民

姿 多く

雰囲気 全体

ゴール

楽しい

走る

場所
会場スムーズ

人

駅

アクセス

給水 声

バス

時間 早い

地元
開催

充実

給食

びわ湖マラソン大会2023の良かった点
に関する感想ワードのイメージ

数

エイド

嬉しい
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・昭和56年(1981年)の
「びわこ国体」以来44年ぶり
２回目の開催！ びわこ国体開会式

・国内最大のスポーツの祭典
を都道府県持ち回りで開催

※2024年より「国民体育大会」から「国民スポーツ大会」に名称変更

目的

〇スポーツの普及
〇健康増進と体力の向上
〇地方スポーツの推進と地方文化の発展
〇国民生活を明るく豊かに

開催期間
（滋賀国スポ） 令和７年（2025年）９月28日～10月８日の11日間

実施予定競技 ○正式競技〔本大会３７競技〕○特別競技〔１競技〕
〇公開競技 〇デモンストレーションスポーツ

参加者数 約２２，０００人（選手・監督）

国民スポーツ大会の概要

全国身体障害者
スポーツ大会

平成13年(2001年)に統合

全国知的障害者
スポーツ大会

全国障害者スポーツ大会

目的
〇障害のある選手がスポーツの楽しさを体験
〇国民の障害に対する理解を深める
〇障害者の社会参加の推進

開催期間
（滋賀障スポ） 令和７年(2025年)10月25日～10月27日の３日間

実施予定競技 ○正式競技〔１４競技（個人７、団体７）〕
〇オープン競技

参加者数 約５，５００人（選手・監督・役員）

6

昭和56年（1981年）に滋賀で開催

全国障害者スポーツ大会の概要
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わたSHIGA輝く国スポ・障スポ 会場地配置図

東近江市
◆国スポ 正式競技（7競技）
サッカー、ボクシング、
自転車（ﾛｰﾄﾞ･ﾚｰｽ）、軟式野球、
ソフトボール､カヌー(ｽﾌﾟﾘﾝﾄ）、ゴルフ

◆国スポ ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ（1競技）
ネットでポンポイ

◆障スポ 正式競技（1競技）
グランドソフトボール

草津市
◆国スポ 正式競技（5競技）
水泳（競泳、飛込、水球、
アーティスティックスイミング）、
バレーボール（６人制）、バスケットボール、
軟式野球、ソフトボール

◆国スポ 公開競技（1競技）
バウンドテニス

◆国スポ ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ（3競技）
ノルディック・ウォーク、インディアカ、
スポーツウエルネス吹矢

◆障スポ 正式競技（2競技）
水泳、バレーボール(精)

大津市
◆国スポ 正式・特別競技（12競技）
サッカー、テニス、ローイング※、
体操（競技、新体操、トランポリン）、
バスケットボール、セーリング、
フェンシング、バドミントン、
ライフル射撃（25m)、
カヌー（ｽﾗﾛｰﾑ、ﾜｲﾙﾄﾞｳｫｰﾀｰ)、空手道、
高等学校野球(硬式)【特別競技】

◆国スポ ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ（4競技）
スポーツ拳法、スリースマイルゴルフ、
百人一首競技かるた、
ラジオ体操第３（初代・二代目）

◆障スポ 正式競技（2競技）
バスケットボール、車いすバスケットボール

◆障スポ オープン競技（1競技）
スポーツウエルネス吹矢
※2023年1月1日付で「ボート」から「ローイン
グ」に競技名称が変わりました。

守山市
◆国スポ 正式競技（4競技）
サッカー、バレーボール（６人制）、
軟式野球、ソフトボール

◆国スポ 公開競技（1競技）
エアロビック

◆国スポ ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ（1競技）
還暦軟式野球

◆障スポ 正式競技（1競技）
サッカー

◆障スポ オープン競技（1競技）
ゴールボール

高島市
◆国スポ 正式・特別競技（4競技）
ウエイトリフティング、ソフトボール、銃剣道、
高等学校野球（軟式）【特別競技】

◆国スポ ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ（1競技）
里湖で地域を結ぶウォーキング

◆障スポ 正式競技（1競技）
ソフトボール

彦根市
◆国スポ 正式競技（4競技）
陸上競技､ハンドボール､弓道､なぎなた

◆国スポ ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ（1競技）
ひこねスーパーカロム

◆障スポ 正式競技（1競技）
陸上競技

◆障スポ オープン競技（1競技）
ＳＯバドミントン

愛荘町
◆国スポ 正式競技（1競技）
アーチェリー

◆障スポ 正式競技（1競技）
アーチェリー

近江八幡市
◆国スポ 正式競技（4競技）
バレーボール（６人制）、ハンドボール、
軟式野球、トライアスロン

◆国スポ 公開競技（1競技）
綱引

◆国スポ ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ（1競技）
ウォーキング

◆障スポ 正式競技（1競技）
バレーボール(身)栗東市

◆国スポ 正式競技（2競技）
レスリング、ゴルフ

◆国スポ 公開競技（1競技）
パワーリフティング

◆国スポ ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ（3競技）
スローイングビンゴ、スポーツチャンバラ、
ビリヤード

野洲市
◆国スポ 正式競技（2競技）
バスケットボール、卓球

◆国スポ 公開競技（1競技）
武術太極拳

◆国スポ ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ（2競技）
スポーツ鬼ごっこ、
マリンスポーツフェスティバル

◆障スポ 正式競技（1競技）
卓球（ｻｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙﾃﾆｽ含む）

米原市
◆国スポ 正式競技（1競技）
ホッケー

◆国スポ ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ（2競技）
フットサル、ユニホック

竜王町
◆国スポ 正式競技（1競技）
スポーツクライミング（リード、
ボルダリング）

日野町
◆国スポ 正式競技（1競技）
軟式野球

甲賀市
◆国スポ 正式・特別競技（3競技）
軟式野球、ゴルフ、
高等学校野球（軟式）【特別競技】

◆国スポ 公開競技（1競技）
グラウンド・ゴルフ

◆国スポ ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ（2競技）
ソフトバレーボール、カローリング

◆障スポ 正式競技（2競技）
フライングディスク、ボッチャ

滋賀県､彦根市､豊郷町､甲良町､多賀町
◆国スポ 正式競技（1競技）
ボウリング

◆障スポ 正式競技（1競技）
ボウリング

滋賀県
◆国スポ 正式競技（1競技）
ラグビーフットボール（７人制、15人制）

湖南市
◆国スポ 正式競技（1競技）
剣道

◆国スポ ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ（1競技）
キンボールスポーツ・レクリエーション

◆障スポ 正式競技（1競技）
バレーボール(知)

滋賀県（県外開催）
【所在地】京都府向日市
◆国スポ 正式競技（1競技）/ 自転車（ﾄﾗｯｸ･ﾚｰｽ）
【所在地】大阪府豊能郡能勢町
◆国スポ 正式競技（1競技）/ ライフル射撃（50m、
10m、BR・BP）
【所在地】兵庫県三木市
◆国スポ 正式競技（1競技）/ 馬術

長浜市
◆国スポ 正式競技（5競技）
水泳（ｵｰﾌﾟﾝｳｫｰﾀｰｽｲﾐﾝｸﾞ)、
バレーボール（ﾋﾞｰﾁﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）、
ソフトテニス、相撲、柔道

◆国スポ 公開競技（1競技）
ゲートボール

◆国スポ ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ（1競技）
ユニカール

◆障スポ 正式競技（1競技）
フットソフトボール

多賀町
◆国スポ ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ（1競技）
モルック

守山市・甲賀市
◆国スポ 正式競技（1競技）
サッカー

大津市・甲賀市
◆国スポ 正式競技（1競技）
サッカー
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開催までのスケジュール（案）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２Ｒ３Ｒ４Ｒ５Ｒ６Ｒ７

ﾗｸﾞﾋﾞｰ
Ｗ杯

１年
延期
↓

東京
オリパラ

パリ
オリパラ

開

催

正式競技・特別競技・公開競技・デモスポ・オープン
会場地選定、必要な施設の確保

広報・宿泊衛生・競技役員養成・輸送交通・式典・警備消防などの準備

開催準備スケジュール

実行
委員会

準備
委員会

ﾘﾊｰｻﾙ
大会

中央競技団体
正規視察

滋賀佐賀鹿児島栃木
三重

(中止)
鹿児島
(延期)茨城福井愛媛岩手和歌山長崎東京

開
催
内
定

開
催
内
定
（
再
）

開

催

決

定

内
々
定

参加者数

宿泊者数

開会式 閉会式 競技会 合計

国体 17,862人 11,230人 328,983人 358,075人

障スポ 13,818人 14,297人 29,988人 58,103人

合計 31,680人 25,527人 358,971人 416,178人

※延べ人数（選手・監督、大会関係者、観覧者等の合計）

延べ宿泊者数 ピーク時の宿泊者数

国体 125,511人 12,527人（10/7）

障スポ 27,103人 5,871人（10/29)

合計 152,614人

延べ約42万人

延べ約15万人

両大会を契機に多くの方が滋賀を訪れる

経済の活性化に

栃木国体・障スポの参加者数等

経済波及効果 ※平成27年栃木県産業関連表を用いて栃木県が推計

約1,174億円
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【広報・県民運動・式典】

本県での国スポ開催が決定

大会啓発ポスターの制作

★大会広報

・２年前イベントの開催による機運醸成

・公式ポスターを公募により制作

・イメージソングの学校での啓発（昼休み校内放送、手話教室等）

★県民参加

・ボランティアの募集開始（メディア、ポスター等で告知）

・花いっぱい運動（花育て教室２０校で開催）

★環境配慮

・CO2ネットゼロ等に向けた取組検討（バス輸送の縮減等）

・簡素でありながらも滋賀らしい開閉会式の検討

イメージソング
学校での取組

開催に向けた今後の取組

【競技会運営】

競技役員・補助員の養成・確保

障スポ競技会場のバリアフリー調査

★競技会運営準備

・競技会開催に向けた県、市町、競技団体の連携推進

・リハーサル大会開催準備

・消耗品等の効率的な発注の検討

★競技役員養成、競技補助員の確保

・競技団体への支援・調整

★競技会場整備の支援

・市町競技施設整備費補助金による支援

★宿泊・輸送センター開設（Ｒ６）準備

・宿泊・輸送業務を会場地市町とともに円滑に実施するため、

令和６年度に宿泊・輸送センターを開設予定

競技会運営準備
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